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1. 研究の背景と目的 
震災によって失われた街並みや暮らしは時間が経過

するにつれて人々の記憶から薄れていってしまうた

め，その場所にあった街の記憶を保存・共有・継承し

ていくことが重要であると考える． 

また，近年デジタル技術の普及に伴い，その技術の

活用事例 1) 2)は多く存在するが、住民と共に街の記憶

を記しながら街並みの模型を作成し、それをデジタル

化する事例はない．本研究はデジタル技術を用いて復

元模型を３DCG 化することや模型によって復元された

街並みの３DCG モデルの活用に着目し，震災によって

失われた街並みや暮らしの記憶を保存・共有・継承し

ていくために「失われた街」模型復元プロジェクト(以

降，失われた街PJ)における記憶のデジタルツインの

開発を行い、その活用の可能性を明らかにすることを

目的とする． 
なお本研究では，失われた街PJで制作した復元模型

を３DCG化し運用することを「記憶のデジタルツイ

ン」と定義する．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. デジタル技術とその活用の可能性 

2.1 失われた街PJ の概要 
失われた街PJの活動は，住民参加型の「記憶の街」

ワークショップ(以降，記憶の街WS)を実施すること

で，震災によって失われた街の記憶を収集・継承して

いくことを目的としている． 2018年に実施された記

憶の街WSによる模型の活用実態調査 4)から模型の運搬

や展示スペースの確保が困難であることなどの課題が

挙げられている． 

2.2 記憶のデジタルツインについて 
 制作した復元模型の記憶のデジタルツイン化を行う

ことによって，模型の運搬や展示スペースについての

課題に対してや，遠隔によるワークショップへの活用

の幅が広がる可能性がある． 

 記憶のデジタルツインを実現するには，①復元模型

を制作②制作した模型を３DCG化③ソフトを使用して

運営といった3つの工程が必要である．まずは，模型

を３ＤＣＧ化する方法の確立と現状のデジタル技術に

よる記憶のデジタルツイン実現の可能性を検討する．

そのうえで制作した記憶のデジタルツインに関しての

意見収集を行い，その結果を分析し整理することで，

失われた街PJにおける街の記憶の保存・共有・継承に

関しての記憶のデジタルツインの活用の可能性を明ら

かにする． 

3. 模型の３DCG 化技術 
復元模型を３DCG 化する技術として，フォトグラメ

トリー(写真の重ね合わせによって実物を３DCG モデ

ルにする技術)を選択し，８つの撮影方法の検討を行っ

た(表 3-1)． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その結果，模型上に立っている地域住民の記憶を記

した「記憶の旗」は半透明のアクリル板でできている

ため３DCG 化すると形が崩れてしまうことが明らかに

なった．そのため，記憶のデジタルツインを作成する

際には，記憶の旗を抜いた状態で模型を撮影し，３

DCGs モデルに事後的に記憶の旗データを統合するこ

とにした．統合プロセスは 3D 開発プラットフォーム

である Unity を採用した．「復元模型を Web上で閲覧

できること」を目標定め Web版記憶のデジタルツイン

を作成した．その工程は図 3-1 に示す． 
 

図 1-1 デジタルによる街並みの復元工程 

表 3-1 2024 年に実施した撮影方法の検討概要一覧 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. 記憶のデジタルツインの可能性の検証 
 本研究では，2016 年に宮城県石巻市大川地区でおい

て制作した釜谷・間垣地区の模型の Web版記憶のデジ

タルツインを実装した． 
実装した記憶のデジタルツインに対しての所感や意

見を大川地区の地域住民や視察者 16名から収集した．

意見収集では，主に７つの項目(①記憶のデジタルツイ

ンについて②3D で表現された街並みの印象③遠隔で見

れる可能性④模型との比較⑤操作性⑥情報追加の可能

性⑦記憶のデジタルツインへの期待)について質問を行

った．この意見収集によって表 4-1 のような分析結果

が得られた． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

震災に伝承や模型の展示方法への証言が見られたこ

とから，記憶のデジタルツインは主に街の記憶の継承

において有効であると考えられる．現状において完成

した模型は未活用になっているものが多く，その活用

方法についての課題点なども挙げられている中 4)で，

記憶のデジタルツインはこの模型完成後の活用方法の

１つとして可能性があると考える。 
保存という観点からは，震災前の写真や映像を追加

することでさらに街の記憶の収集と保存の可能性が広

がるという点において記憶のデジタルツインが非常に

有効であると考える．従来の模型展示では写真や映像

を映し出すことはできないが，記憶のデジタルツイン

ではそれが可能となる．  
共有という観点からは，地域住民同士や外部者と地

域住民とで街の記憶を共有することにおいて有効であ

ると考えられる．今後，操作性などに関しての改善を

行うことで街の記憶の共有に対しての記憶のデジタル

ツインの活用の可能性が広がる。 
以上のように，失われた街 PJ における街の記憶の保

存・共有・継承に関する記憶のデジタルツインの活用

の可能性が確かめられた．その一方で，模型を先に地

域住民と共に作っていたからこそ，記憶のデジタルツ

インに懐かしみを感じ，受け入れられるという証言を

得た。記憶のデジタルツインと模型を比較することに

よって新たに「模型の良さ」についても明らかになっ

た．記憶のデジタルツインによって模型 WS の新たな

有効性が明らかになる可能性がある． 
5. まとめ 
 本研究では，震災によって失われた街並みや暮らし

の記憶を保存・共有・継承していくために記憶のデジ

タルツイン活用の可能性を明らかにすることを目的と

してきた．記憶のデジタルツインの開発を行い，宮城

県石巻市大川地区の復元模型を用いて実装し，現地で

地域住民から意見収集を行った．その結果，震災につ

いての伝承や展示への活用の意見や，震災前の写真や

映像の追加による街の記憶の収集と保存への活用の意

見が得られ，それらを整理することによって，街の記

憶の保存・共有・継承のそれぞれにおける活用の可能

性を示した．  
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図 3-1 Web 版記憶のデジタルツインの制作工程 

表 4-1 意見収集の概要と収集した意見の分析結果 


